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> 本山岳会事務 (含図書室)取扱時間
火
金

ヽ

日
月

水

第

・木 ・・・・・

第 4土曜日

10～ 20時

13～ 20時

2 室

時

閉

１８

・

一第1、 第3、 第5土曜日

平
成
１８
年
度
年
次
晩
餐
会

初
め
て
の
地
方
開
催

元
気
い
っ
ぱ
い
の
ナ
ゴ
ヤ
で
開
く

て
会
場
に
入
っ
た
。
例
に
よ
っ
て
テ
ー

ブ
ル
が
ず
ら
り
と
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に

山
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
錫
杖
ヶ

岳
、
宇
連
山
、
古
町
高
山
、
白
猪
山
…
…

と
い
つ
も
と
違
う
。
東
海
の
山
々
で
あ

る
。
開
催
地
を
意
識
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

ア
ル
ペ
ン
ホ
ル
ン
は
長
野

・
大
桑
村
の

ひ
と
た
ち
の
演
奏
。

昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
に
対
す
る

黙
祷
で
晩
餐
会
は
始
ま
っ
た
。
村
山
雅

美
、
今
井
喜
美
子
、
大
井
正

一
の
各
名

誉
会
員
ら
６２
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
改

め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

黙
祷
を
終
え
る
と
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
入
場
し
て
き
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に

元
気
な
音
楽
が
鳴
り
響
い
た
。
東
海
学

園
交
響
楽
団
だ
そ
う
だ
。
中
学

・
高
校

生
で
構
成
さ
れ
、
総
勢
５０
人
。
曲
は
雪

山
賛
歌
、
そ
し
て
ブ
ラ
ー
ム
ス
。

・
会
長
あ
い
さ
つ

支
部
の
活
性
化
を
図
る

冒
頭
、
平
山
善
吉
会
長
は
、
あ
ら
ま

し
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

一
、
今
年
は
東
京
を
離
れ
て
名
古
屋
で

開
く
こ
と
と
し
た
。
い
つ
も
と
は
違

っ
　
１

た
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
得
る
こ
と
と
支
　
麗

部
の
活
性
化
を
図
る
狙
い
だ
。
今
日
ま

で
準
備
し
て
き
た
東
海
支
部
に
厚
く
礼

を
言
い
た
い
。

一
、　
一
昨
年
は
日
本
山
岳
会
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
念
事
業
は

お
お
か
た
終
了
し
た
が
、

０６
年
に
入
っ

て
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
刊
行
、
学
生
部

に
よ
る
海
外
遠
征
な
ど
が
続
い
て
い
る
。

Ｈ
月
に
は
中
央
分
水
嶺
踏
査
の
残

っ
た

２
区
間
を
踏
査
し
、
北
海
道

・
宗
谷
岬

か
ら
九
州

・
佐
多
岬
ま
で
約
５
５
０
０

キ
ロを
線
で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
『百
年

史
』
の
刊
行
も
０７
年
に
は
印
刷
に
出
せ

~守
¬嘔民

歓迎の挨拶をする和田豊司東海支部長

耽

■
全
国
か
ら
４
３
５
人
が
参
加

平
成
１８
年
度
の
年
次
晩
餐
会
が
１２
月

２
日
、
東
海
支
部
の
主
管
で
名
古
屋
市

の

「ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
　
ナ
ゴ
ヤ
　
キ
ャ

ッ
ス
ル
」
で
開
か
れ
た
。
日
本
山
岳
会

の
年
次
晩
餐
会
が
東
京
以
外
で
開
催
さ

れ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
。
４
３
５
人

の
会
員
が
参
加
し
た
。
い
ま
東
海
が
元

気
だ
と
い
う
。
日
本
経
済
を
リ
ー
ド
し
、

日
本
山
岳
会
の
な
か
で
は
東
海
支
部
が

元
気
な
の
で
あ
る
。

・
ア
ル
ベ
ン
ホ
ル
ン
に
誘
わ
れ
て

ア
ル
ペ
ン
ホ
ル
ン
の
演
奏
に
誘
わ
れ
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る
段
階
と
な
っ
た
。

一
、
会
の
現
状
を
報
告
し
た
い
。

２０
歳

代
の
会
員
は
３２
人
で
Ｏ

ｏ
５
７
。
１
０

０
歳
を
超
え
る
会
員
は
３
人
で
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
会
員
の
減
少
傾
向
が

続
い
て
お
り
、

０６
年
は
１
０
０
人
の
減

少
と
な
っ
た
。
会
員
総
数
は
５
７
６
８

人
だ
。
会
員
の
平
均
年
齢
は
６４
歳
と
な

っ
た
。

一
、
次
の
１
０
０
年
に
向
か
っ
て
日
本

山
岳
会
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
検
討

し
て
き
た
。
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
役
員
定
数

を
低
減
、
執
行
機
関
と
諮
問
機
関
を
分

離
し
た
。
加
え
て
定
款
の
改
正
を
行
な

い
、
Ｈ
月
に
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を

得
た
。
社
団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人

へ
の
移
行
を
視
野
に
入
れ
、
準
備

・
検

討
を
進
め
て
い
る
。

一
、
支
部
活
動
へ
の
支
援

・
協
力
を
行

な
い
た
い
。
支
部
長
会
議
を
支
部
持
ち

回
り
で
開
催
。
首
都
圏
に
は
、
い
く
つ

か
の
支
部
が
発
足
す
る
見
込
み
と
な
っ

た
。
ま
た
委
員
会
の
後
継
者
の
育
成
と

委
員
の
公
募
を
行
な
う
。
山
岳
保
険
の

見
直
し
な
ど
会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
平
等
化
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
春
か
ら
第
二
土
曜
日
に
開

く
土
曜
懇
和
会
に
役
員
が
交
代
で
出
席

し
、
幅
広
く
意
見
交
換
す
る
場
を
つ
く

り
た
い
。
若
い
人
た
ち
の
自
発
的
な
登

山
を
支
援
、
早
い
機
会
に
偵
察
隊
を
派

遣
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

■
和
田
東
海
支
部
長
あ
い
さ
つ

４
つ
の
目
標
掲
げ
て
活
動

東
海
支
部
を
代
表
し
て
和
田
豊
司
支

部
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し
た
。

「１
９
６
１
年
に
５
人
で
発
足
し
た
。

以
来
、
２
７
６
人
の
会
員
を
か
か
え
る

ま
で
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
支
部
友
会
員

と
し
て
２
６
１
人
い
る
。
４
つ
の
日
標

を
掲
げ
て
活
動
し
て
い
る
。
第
１
は
、

よ
り
高
く
困
難
を
求
め
て
登
る
こ
と
、

第
２
は
登
山
を
広
げ
る
こ
と
、
第
３
は

自
然
環
境
の
保
護
、
第
４
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
だ
。
具
体
的
に
は
、
ロ
ー
ツ

ェ
南
壁
へ
の
冬
季
初
登
攀
、
未
組
織
登

山
者
に
対
す
る
登
山
教
室
の
開
催
、
猿

投
の
森
づ
く
り
―
な
ど
、
こ
れ
ら
の
目

標
に
沿

っ
て
活
動
し
て
い
る
」

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
加
藤
幹
敏

中
日
新
聞
編
集
局
長
が
挨
拶
。

次
に
、
新
名
誉
会
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

新
名
誉
会
員
は
、
松
田
雄

一
元
副
会
長

と
ハ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
パ
デ
ィ
ア
氏
。
松

田
会
員
は
マ
ナ
ス
ル
登
山
を
は
じ
め
日

本
山
岳
会
の
海
外
登
山
隊
の
派
遣
に
対

し
て
積
極
的
に
貢
献
を
さ
れ
た
。
カ
パ

デ
ィ
ア
氏
は
長
年
に
わ
た
っ
て
ヒ
マ
ラ

ヤ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
編
集
長
と
し
て
活

躍
、
英
国
山
岳
会
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会

の
名
誉
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

松
田
新
名
誉
会
員
は

「名
誉
会
員
は

日
本
山
岳
会
が
創
立
さ
れ
た
と
き
か
ら

存
在
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
第
１
号
。
私

は
１
２
５
号
と
な
る
。
マ
ナ
ス
ル
登
項

以
来
５０
年
を
超
え
た
。
今
後
も
会
の
た

め
に
役
立
ち
た
い
」
と
語
っ
た
。

・
永
年
会
員
の
紹
介

新
永
年
会
員
が
発
表
さ
れ
た
。
連
続

し
て
５０
年
会
員
だ
っ
た
会
員
で
あ
る
。

入
会
は
１
９
５
６
年
度
。
こ
の
年
の
５

月
９
日
、
日
本
山
岳
会
が
マ
ナ
ス
ル
に

初
登
項
し
た
。
新
永
年
会
員
は
３４
人
。

新
永
年
会
員

熊
谷
松
雄
（４
３
５
０
）
、中
村

一
雄
（４

３
５
２
）
、
北
島
正
八

（４
３
５
４
）
、

井
口
謙
司

（４
３
５
７
）
、
西
牧
康

（４

３
６
０
）
、
寺
田
鬼
久
麿

（４
３
６
４
）
、

２

西
川
益
生

（４
３
６
５
）
、
神
原
達

（４
　
懸

３
６
６
）
、
新
井
信
太
郎

（４
３
６
７
）
、

熊
谷
と
も
子

（４
３
７
１
）
、
橋
本
祥
案

（４
３
７
５
）
、
池
田
経
昭

（４
３
７
６
）
、

荒
木
昭

（４
３
８
２
）
、
遠
山
博
明

（４

３
９
５
）
、
國
分
恒
司
郎

（４
４
０
８
）
、

西
沢
健

一
（４
４
２
７
）
、芳
野
赳
夫
（４

４
２
８
）
、
落
合
是
明

（４
４
３
０
）
、

横
山
厚
夫
（４
４
３
２
）
、近
藤
信
行
（４

４
３
３
）
、
平
山
善
吉

（４
４
４
０
）
、

竹
島
正
義

（４
４
４
８
）
、鳥
居
鉄
也
（４

４
４
９
）
、
中
島
伊
平

（４
４
６
０
）
、

藤
井
信

（４
４
６
８
）
、
相
模
八
郎

（４

４
７
４
）
、
山
口
節
子

（４
４
７
５
）
、

竹
内
満
雄
（４
４
８
０
）
、塚
本
珪

一
（４

オーケス トラの生演奏 (東海学園交響楽団)
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４
８
２
）
、
樋
口
清
明

（４
４
８
３
）
、

三
木
売

（４
４
８
６
）
、
山
口
徳
明

（４

４
８
８
）
、
芳
野
菊
子

（４
４
９
４
）
、

今
成
幸
夫

（４
４
９
５
）

・
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

第
８
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
山
本

紀
夫
会
員
の

「
ア
ン
デ
ス

・
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
お
け
る
高
地
民
族
の
山
岳
人
類
学
的

研
究
」
と
決
ま
っ
た
。
表
彰
式
が
行
な

わ
れ
た
。
山
本
会
員
は

「こ
の
賞
は
、

元
会
長
を
歴
任
さ
れ
た
今
西
錦
司
氏
が

一
番
貰
い
た
く
て
、
取
れ
な
か
っ
た
賞

で
は
な
い
か
と
思
う
。
文
化
勲
章
を
も

受
章
し
た
人
を
差
し
置
い
て
、
後
輩
の

私
が
頂
い
た
こ
と
に
大
き
な
責
任
を
感

じ
て
い
る
」
と
語

っ
た

（４
パ
ー
に
報
告
）
。

■
中
央
分
水
嶺
踏
査
に
感
謝
状

中
央
分
水
嶺
踏
査
事
業
の
参
加
者
は

延
べ
１
５
０
０
人
に
の
ぼ
っ
た
。
参
加

し
た
人
た
ち
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
感
謝
状

を
贈
る
こ
と
と
し
た
。
新
妻
徹

・
北
海

道
支
部
長
が
参
加
者
を
代
表
し
て
感
謝

状
を
受
け
取

っ
た
。

塚
本
珪

一
新
永
年
会
員
の
音
頭
で
乾

杯
し
、
会
食
に
は
い
っ
た
。
塚
本
会
員

は

「
い
ま
日
本
に
必
要
な
の
は
風
土
の

再
生
だ
。
山
を
愛
し
自
然
の
な
か
を
歩

い
て
得
て
き
た
も
の
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
こ
う
」
と
語
っ
た
。

■
ロ
ー
ツ
ェ
か
ら
現
地
中
継

７
時
１０
分
、
会
場
が
突
然
暗
く
な
っ

た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像
が
映
し
出
さ

れ
た
。
東
海
支
部
が
派
遣
し
て
い
る
ロ

ー
ツ
ェ
か
ら
の
現
地
中
継
。
千
田
隊
員

か
ら
の
報
告
だ
。
現
地
は
ま
だ
明
る
い
。

標
高
７
１
０
０
際
川
で
ル
ー
ト
エ
作
中
だ

と
い
う
。
砂
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
ら

し
く
音
声
に
雑
音
が
混
じ
る
。
和
田
支

部
長
、
平
山
会
長
が
呼
び
か
け
た
。
会

場
に
激
励
の
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

「あ
り
が
と
う
」
と
い
う
答
え
が
返

っ
て

き
た
。
現
地
に
通
じ
た
よ
う
だ
。
３
度

日
の
挑
戦
だ
。
成
功
を
祈
り
た
い
。

会
食
を
は
さ
ん
で
、
各
支
部
か
ら
の

出
席
者
、
ま
た
新
入
会
員
の
紹
介
が
あ

っ
た
。
東
海
支
部
が
も

っ
と
も
多
く
１

１
３
人
。
次
い
で
岐
阜
３５
人
、
関
西
２５

17

平山会長より永年会員章の授与

人
、
京
都
２０
人
と
続
く
。
最
後
に
首
都

圏
も
紹
介
さ
れ
た
。
新
入
会
員
は
１
２

１
人
、
う
ち
２５
人
が
参
加
し
た
。

■
遠
征
報
告
と
記
念
講
演

午
後
２
時
３０
分
か
ら
学
生
部
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
遠
征
報
告
な
ど
が
あ
っ
た
。
学
生

部
は
昨
年
９
月
、
ネ
パ
ー
ル

・
マ
ナ
ス

ル
山
群
の
未
踏
峰
パ
ン
バ
リ

・
ヒ
マ
ー

ル

（６
８
８
７
肝
）
に
初
登
頂
し
た
。

加
藤
好
美
隊
長
と
中
島
隊
員
が
報
告
。

続
い
て
、
第
８
回
秩
父
宮
記
念
山
岳

賞
を
受
賞
し
た
山
本
紀
夫
会
員
に
よ
る

記
念
講
演
が
あ
っ
た
。
山
本
会
員
は
ア

ン
デ
ス
な
ど
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
紹
介
、
ア
ン
デ
ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど

の
高
地
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
主
食
と
す

る
共
通
点
の
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
地

域
に
か
つ
て
高
地
文
明
が
栄
え
て
い
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

■
ナ
ゴ
ヤ
が
東
海
支
部
が
元
気

講
演
会
の
最
後
に
東
海
支
部
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
「
い
ま
ナ
ゴ
ヤ
が
、
東
海
支

部
が
元
気
　
そ
の
秘
密
を
明
か
す
」
と

題
し
て
、
尾
上
昇
会
員
が
講
釈
師
に
な

っ
て
講
談
を
演
じ
た
。

鳴
り
物
入
り
で
登
場
し
た
尾
上
講
釈

師
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
憧
れ
て
支
部
を
創

設
し
た
こ
と
、
１
９
６
６
年
の
ア
コ
ン

カ
グ
ア
か
ら
始
ま
っ
て
マ
カ
ル
ー
、
Ｋ

２
な
ど
に
登
項
、
い
ま
冬
季
ロ
ー
ツ
ェ

南
壁
に
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

元
気
の
秘
密
は

「ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」

３

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
地
の
利
の
あ
　
覇

る
こ
と
な
ど
と
解
き
明
か
し
て
く
れ
た
。

グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
の
最
大
の
出
し

物
は
金
の
ビ

ッ
ケ
ル
。
名
古
屋
城
の
金

の
シ
ャ
チ
ホ
コ
に
ち
な
ん
で
記
念
販
売

さ
れ
た
。
東
海
支
部
の
梶
田
会
員
の
製

作
に
よ
る
も
の
。
注
目
を
集
め
、
た
ち

ま
ち
１
本
販
売
し
た
と
い
う
。

・
猿
投
の
森

・
御
在
所
山
で
懇
親
山
行

翌
日
の
懇
親
山
行
は
東
海
支
部
が
活

動
を
続
け
て
い
る
猿
投
の
森
と
鈴
鹿

・

御
在
所
山
で
行
な
わ
れ
た

（５
パ
ー
に
報

生
口）
。

（文
＝
高
橋
重
之
、
写
真
＝
松
波
幹
夫
、

奈
良
千
佐
子
）

ローツェBCと の交信 (現地中継は千田隊員)
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秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞
し
て

今
回
は
名
誉
あ
る
秩
父
宮
記
念
山
岳

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、

と
て
も
嬉
し
く
、
ま
た
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
審
査
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た

村
木
潤
次
郎
委
員
長
は
じ
め
、
審
査
委

員
の
方
々
、
さ
ら
に
ご
推
薦
い
た
だ
い

た
諸
先
輩
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

今
回
、
受
賞
の
対
象
と
な
り
ま
し
た

私
の
業
績
は

「
ア
ン
デ
ス

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ

高
地
民
族
の
山
岳
人
類
学
的
研
究
」
で

す
が
、
そ
の
発
端
に
な
り
ま
し
た
最
初

の
ア
ン
デ
ス
調
査
は
、
も
う
４０
年
近
く

も
前
の
１
９
６
８
年
の
こ
と
で
す
。
当

時
、
ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
登
山
を

禁
止
し
て
お
り
、
未
踏
峰
の
登
山
も
日

的
と
し
た
学
術
調
査
を
考
え
て
い
た
私

は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
諦
め
て
ア
ン
デ
ス
に

向
か
っ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

が
後
の
私
の
人
生
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
の
関
心
が
登
山
か
ら

次
第
に
ア
ン
デ
ス
高
地
で
暮
ら
す
人
た

ち
に
移

っ
て
い
っ
た
か
ら
で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
ア
ン
デ
ス
高
地

で
は
イ
ン
カ
帝
国
に
代
表
さ
れ
る
高
度

な
文
明
が
築
か
れ
、
現
在
も

「イ
ン
カ

山
本
紀
夫

の
末
裔
」
と
呼
ば
れ
る
先
住
民
の
人
た

ち
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

彼
ら
の
多
く
が
富
士
山
の
項
上
よ
り
も

高
い
標
高
４
０
０
０
肝
前
後
の
高
地
で

暮
ら
し
て
お
り
、
そ
こ
は
寒
く
て
、
ま

た
空
気
も
う
す
い
所
で
す
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
ま
で
彼
ら
の
村
に
長
期
に
定
住
し

て
、
調
査
を
す
る
民
族
学
者
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は

「民
族
学
者
が
誰
も

調
査
を
し
な
い
の
な
ら
私
が
や
ろ
う

か
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
私
が
学
術
登
山
や
初
登

項
主
義
、
さ
ら
に
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク

を
標
榜
す
る
京
都
大
学
学
士
山
岳
会
に

所
属
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
影
響
を

与
え
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
、
す
で
に

ア
ン
デ
ス
で
も
め
ぼ
し
い
未
踏
峰
は
な

く
な
っ
て
お
り
、
初
登
項
の
目
標
は
失

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
山
を
舞
台
に
し

た
研
究
の
上
で
の
初
登
項
な
ら
狙
え
る

と
考
え
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
私
は
も
と
も
と
植
物
学

を
専
攻
し
て
い
た
の
で
す
が
、
博
士
論

文
を
提
出
し
た
あ
と
民
族
学
に
転
向
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
か
つ
て
イ
ン
カ
帝

アンデスとの比較調査を行なったネパール東部のソル地方。
後方の雪山はヌンブール峰(6957傷 )、 手前にジュンベシの集落が見える。

国
の
中
心
地
で
あ
っ
た
ペ
ル
ー

・
ク
ス

コ
地
方
の
村
に
住
み
込
み
、
約
２
年
間

イ
ン
デ
ィ
オ
と
呼
ば
れ
る
先
住
民
の
人

た
ち
と
暮
ら
し
を
と
も
に
し
て
民
族
学

の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ア

ン
デ
ス
の
特
徴
を
知
る
た
め
に
、
ア
ン

デ
ス
を
北
か
ら
南
ま
で
広
く
歩
き
回
る

こ
と
も
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ン

デ
ス
高
地
の
特
色
と
そ
こ
で
の
先
住
民

の
人
た
ち
の
暮
ら
し
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
さ
ら
な
る
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ

ー
ク
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
ア
ン
デ
ス
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る

高
地
住
民
の
暮
ら
し
の
比
較
調
査
で
す
。

そ
れ
ま
で
両
地
域
で
本
格
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
な
っ
た
研
究
者
が
い

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ア
ン
デ
ス
で
は

私

一
人
で
の
調
査
で
し
た
が
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
で
は
１０
人
近
い
研
究
仲
間
の
協
力
を

得
て
の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
を

行
な
っ
た
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
東
部
に
位

置
す
る
ヌ
ン
ブ
ー
ル
峰
の
山
麓
に
あ
る

ジ
ュ
ン
ベ
シ
村
で
、
こ
こ
は
登
山
の
ガ

イ
ド
や
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
有
名
な
シ
ェ

ル
パ
の
村
で
す
。
こ
の
と
き
の
調
査
成

果
は
２
０
０
０
年
に

『ヒ
マ
ラ
ヤ
の
環

境
誌
―
山
岳
地
域
の
自
然
と
シ
ェ
ル
パ

の
世
界
』
（八
坂
書
房
）
と
し
て
刊
行
し

ま
し
た
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
最
後
に
今
後
の
こ
と
も
少
し
　
４

述
べ
て
お
き
ま
す
。
私
は
今
春
に
長
年
　
鷹

勤
め
て
い
た
国
立
民
族
学
博
物
館
を
定

年
で
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
山
岳
地
域
を
舞
台
に
し
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
辞
め
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
世
界
に
は
、
ア
ン
デ
ス
や
ヒ

マ
ラ
ヤ
以
外
に
も
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
高
地
で
多
数
の
人
々
が
暮

ら
す
地
域
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
調
査
を

し
た
い
と
願

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
受

賞
講
演
の
と
き
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

私
は
生
涯
を
通
じ
て
山
岳
地
域
で
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
続
け
る
つ
も
り
な

の
で
す
。
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記
念
懇
親
山
行

猿
投
山
コ
ー
ス

猿
投
山

（６
２
９
鮮
）
は
そ
の
名
の

由
来
と
な
る
南
麓
の
猿
投
神
社
が
約
１

７
０
０
年
前
の
創
建
と
歴
史
が
古
く
、

東
西
南
北
へ
の
尾
根
の
張
出
し
が
発
達

し
て
深
山
の
趣
き
が
あ
る
な
ど
か
ら
愛

知
県
随

一
の
名
山
と
さ
れ
る
。
山
体
母

岩
が
す
べ
て
花
同
岩
で
あ
る
た
め
、
泥

滓
が
な
く
歩
い
て
い
て
気
持
ち
が
良
い
。

早
朝
、
名
古
屋
の
ホ
テ
ル
を
貸
し
切

リ
バ
ス
で
出
発
し
た

一
行
４５
名
は
、
東

海
支
部
要
員
６
名
の
案
内
で
３
班
に
分

か
れ
、
猿
投
神
社
か
ら
歩
き
始
め
た
。

順
調
に
進
み
、
項
上

一
等
三
角
点
へ
午

前
１０
時
過
ぎ
に
到
着
。
雲
が
多
く
、
残

念
な
が
ら
御
嶽
山
、
自
山
、
三
ノ
峰
、

荒
島
岳
、
能
郷
白
山
な
ど
の
眺
望
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

項
上
で
は
、
川
合
寿
之
、
筆
者

（橋

村

一
豊
）
、
２
人
の
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
待
ち
受
け
て
い
て
、
こ
こ
で
全

体
を
２
分
し
、
川
合
と
筆
者
に
よ
る
土

壌
、
地
史
、
植
生
、
森
づ
く
り
の
現
場

な
ど
の
解
説
を
受
け
な
が
ら
森
林
施
業

の
中
心
地

「内
院
」
へ
下
っ
た
。

内
院
で
は
、
寺
西
申
生
司
厨
長
琶
配

下
１２
名
の
供
応
で
シ
ジ
ミ
汁
の
昼
食
が

出
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ジ
ミ
は
木
曽
川
の

左
岸
の
側
で
、
職
漁
師
が
獲

っ
た
純
愛

知
県
産
の
も
の
と
い
う
こ
だ
わ
り
よ
う
。

味
噌
は
岡
崎
の
八
丁
味
噌
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
登
山
を
省
い
て
名
古
屋
の

ホ
テ
ル
か
ら
森
へ
直
行
し
た
宮
下

・
田

邊

・
平
林

・
芳
賀

・
贄
田

・
吉
村

・
高

野
さ
ん
ら
長
老
会
員
の
方
々
が
、
焚
火

を
囲
ん
で
登
山
隊
の
到
着
を
待

っ
て
お

ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
も
う

一
山
越
え

て
雲
興
寺
ま
で
歩
き
、
待
た
せ
て
あ
っ

た
貸
し
切
リ
バ
ス
に
乗

っ
た
の
は
、

１４

時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
　

（橋
村

一
豊
）

御
在
所
山
コ
ー
ス

変
化
の
あ
る
御
在
所
山

・
中
道
コ
ー

ス
を
登
り
に
、
東
海
地
区
屈
指
の
岩
登

リ
グ
レ
ン
デ
で
あ
る
藤
内
壁
が
見
え
る

コ
ー
ス
を
下
り
に
と
る
ル
ー
ト
を
記
念

懇
親
山
行
と
し
て
企
画
し
た
。
会
員
６５

名
の
ほ
か
、
支
援
者
１７
名
の
合
計
８２
名

が
参
加
し
た
。

晩
餐
会
の
興
奮
と
、
宿
泊
に
利
用
し

た
朝
明
小
屋
で
の
さ
ら
な
る
懇
親
会
の

疲
れ
に
よ
る
リ
タ
イ
ヤ
パ
ー
テ
ィ
も
用

意
し
た
が
、
予
定
通
り
ほ
ぼ
全
員
が
中

道
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

当
日
は
、
紅
葉
も
終
わ
り
項
上
付
近

は
雪
と
い
う
予
報
で
あ
っ
た
が
、
元
気

に
登
山
口
を
７
時
１５
分
に
出
発
。
中
腹

か
ら
上
部
は
雲
が
か
か
り
、
雪
や
氷
の

不
安
も
あ

っ
た
。
主
稜
線
上
部
に
は
岩

場
、
キ
レ
ッ
ト
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

サ
ポ
ー
ト
部
隊
の
張

っ
た
フ
ィ
ッ
ク
ス

ロ
ー
プ
を
使
い
、
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
登

っ
た
。
北
斜
面
で
は
１
～
２
元
ン
の

積
雪
が
あ
り
、
緊
張
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。天

気
が
良
け
れ
ば
、
中
道
主
稜
線
上

か
ら
は
、
は
る
か
伊
勢
湾
や
知
多
半
島

も
見
渡
せ
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
上

部
は
雲
の
中
。
お
か
げ
で
項
上
付
近
で

は
木
々
に
び

っ
し
り
と
霧
氷
が
つ
き
、

わ
ず
か
な
積
雪
と
合
わ
せ
、
冬
の
気
分

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

下
り
始
め
る
と
、
除
々
に
視
界
が
開

け
て
き
て
、
や
が
て
藤
内
壁
が
見
え
た
。

岩
峰
、
岩
壁
が
連
な
る
藤
内
壁
に
は
登

攀
中
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
姿
も
あ
り
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
か
と
思
う
。

藤
内
小
屋
で
は
、
支
部
会
員
が
前
日

か
ら
荷
揚
げ
し
て
準
備
し
た
、
新
米
の

手
作
り
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
に
舌
鼓
を
う

っ
た
。
そ
し
て
、
予
定
通
り
１４
時
過
ぎ

に
は
裏
道
登
山
口
に
着
い
た
。

（梶
田
民
雄
）

猿投山コース、猿投の森での集合写真

御在所山コース、出発に際して全員集合 (JAC旗の右が和田支部長)
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２
０
０
６
年
マ
ナ
ス
ル
で
の
教
訓

一
昨
年
の
マ
ナ
ス
ル
挑
戦
か
ら
帰
国

後
、
１
年
３
カ
月
を
か
け
て
体
力
作
り

を
行
な
っ
た
。
ボ
ッ
カ
、
耐
寒
訓
練
、

富
士
山
登
山
、
常
圧
低
酸
素
室
で
の
特

訓
。
さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
努
め
る
東
京
大
学
大

学
院
大
谷
勝
教
授
の
ご
指
導
を
受
け
、

下
腿
、
上
腿
、
腕
、
胸
、
腹
ま
で
し
っ

か
り
と
し
た
筋
肉
が
つ
い
た
。

０６
年
９
月
Ｈ
日
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
マ
ナ
ス
ル
の
山
麓
に
降
り
た

ち
、
サ
マ
村
か
ら
Ｂ
Ｃ
に
向
か
う
。
途

中
で
雨
と
な
り
、
雨
具
を
着
て
大
汗
を

か
き
な
が
ら
７
時
間
か
け
て
Ｂ
Ｃ
着
。

夕
食
前
に
は
す
ご
い
空
腹
感
が
あ
っ
た
。

い
ざ
、
夕
食
を
食
べ
始
め
た
と
こ
ろ
、

な
ぜ
か
唾
が
出
て
こ
な
く
、
い
く
ら
噛

ん
で
も
食
事
が
腹
に
流
れ
込
ま
な
い
。

胃
も
受
け
つ
け
な
い
状
態
と
な
る
。

実
は
０１
年
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ス
パ
ン

テ
ィ
ー
ク
に
出
か
け
た
時
も
同
じ
経
験

を
し
て
い
た
。
帰
国
後
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ド

ク
タ
ー
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
ウ
イ
ル
ス

か
、
暑
さ
や
危
険
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
胃
潰
瘍
だ
ろ
う
と
の
見
解
を
い
た

だ
き
、
次
回
か
ら
胃
潰
瘍
の
薬
を
携
行

南
井
英
弘

す
る
よ
う
に
薦
め
ら
れ
た
。

Ｂ
Ｃ
入
り
後
、
息
苦
し
さ
も
な
く
、

Ｓ
Ｐ
０２値
や
放
尿
量
も
夜
間
の
２
リ
ッ

ト
ル
強
を
含
め
仲
間
と
同
じ
よ
う
な
数

値
を
示
し
、
嘔
吐
、
下
痢
、
熱
感
覚
も

な
か
っ
た
の
で
高
所
の
影
響
で
は
な
い

と
、
自
分
で
は
判
断
し
て
い
た
。

２
週
間
分
の
胃
潰
瘍
の
薬
も
払
底
し

た
の
で
、
何
と
か
対
策
を
と
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
遠
征
に
は
常
時
携
帯
し
て
い

る

『登
山
の
医
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
（杏

林
書
院
刊
、
日
本
登
山
医
学
研
究
会
編
）

を
、
藁
を
も
掴
む
思
い
で
読
み
返
し
た
。

結
果
、
電
解
質
の
喪
失
が
食
欲
不
振
の

原
因
ら
し
い
と
、
や
っ
と
気
づ
い
た
。

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
を
口
に
し
、
食
欲

も
徐
々
に
回
復
し
て
、
ア
タ
ッ
ク
に
出

発
す
る
朝
に
は
何
と
か
皆
と
同
じ
量
を

腹
に
流
し
込
む
事
が
出
来
る
ま
で
に
な

っ
た
。
Ｂ
Ｃ
を
出
て
数
時
間
後
、
ナ
イ

ケ

・
コ
ル
に
近
づ
い
た
時
に
、
左
大
腿

部
全
体
が
万
力
で
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
衝
動
を
感
じ
た
。
ま
だ
ま
だ
多
く

の
ク
レ
バ
ス
や
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
異
様
な
衝
動

の
た
び
に
歩
行
を
中
断
し
て
、
ゆ
っ
く

り
と
も
み
な
が
ら
、
万
力
で
締
め
つ
け

ら
れ
る
よ
う
な
痛
さ
が
消
え
る
ま
で
立

ち
止
ま
っ
た
。
意
識
は
し
っ
か
り
し
て

い
た
が
、
ク
レ
バ
ス
を
飛
び
越
え
た
り
、

ク
レ
バ
ス
を
大
股
で
跨
ぐ
と
大
腿
部
全

体
ど
こ
ろ
か
左
半
身
全
体
が
ガ
チ
ー
ン

と
固
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
た
。

こ
の
よ
う
な
衝
動
が
Ｃ
ｌ
入
り
す
る
ま

で
１０
回
ほ
ど
起
こ
っ
た
。
Ｃ
ｌ
の
テ
ン

ト
に
入
っ
た
直
後
、
左
足
を
伸
ば
そ
う

と
し
た
瞬
間
に
、
今
に
も
左
半
身
全
体

が
固
ま
り
そ
う
な
衝
動
が
数
分
続
い
た
。

や
が
て
こ
の
衝
動
も
自
然
に
消
滅
し
た
。

こ
の
よ
う
な
体
調
に
鑑
み
、
翌
日
は

下
山
の
途
に
つ
い
た
。
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し

て
、
再
び

『登
山
の
医
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ

ク
』
を
読
み
返
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
締

め
つ
け
る
よ
う
な
衝
動
は

「筋
硬
直
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
電
解
質
の

不
足
、
特
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
不
足
が
原
因

で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。

帰
国
後
、
執
筆
者
で
あ
る
野
口
い
づ

み
氏
に
こ
の
症
状
を
話
し
た
と
こ
ろ
、

血
液
検
査
を
し
て
い
な
い
の
で
確
定
は

で
き
な
い
が
、
「低
ナ
ト
リ
ウ
ム
血
症
」

の
症
状
の
可
能
性
が
高
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
食
欲
不
振
と
筋
痙
攣
は
低
ナ
ト

リ
ウ
ム
血
症
の
代
表
的
な
症
状
で
あ
る
。

電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
異
常
と
し
て
、
低

ナ
ト
リ
ウ
ム
血
症
は
比
較
的
起
こ
り
や

す

い
。
筋
硬
直

の
発
作

（痙
攣
）
は

「
い
き
な
り
起
こ
る
制
御
で
き
な
い
激
　
６

し
い
筋
肉
の
収
縮
」
と
さ
れ
て
い
る
。
　

Ｅ

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
や
塩
分
を
取
ら
ず
に

大
量
に
水
ば
か
り
飲
ん
だ
結
果
、
水
分

摂
取
過
剰
と
な
り
、
希
釈
性
低
ナ
ト
リ

ウ
ム
血
症
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

私
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
最
高
の
舞
台

で
、
入
山
時
の
体
調
が
良
か
っ
た
た
め

に
油
断
が
生
じ
、
迂
闊
に
も
初
歩
的
な

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
失
態
を
演
じ
た
。

あ
と

一
歩
無
理
を
し
て
い
れ
ば
も

っ
と

ひ
ど
い
筋
強
直
を
起
こ
し
、
マ
ナ
ス
ル

氷
河
の
底
か
、
マ
ナ
ス
ル
山
項
よ
り
高

い
所
に
旅
立

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
戦
慄

を
覚
え
た
。

下部氷河を行く隊員
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バ
ッ
ジ
を
巡
る
話

手
塚
宗
求

今
か
ら
１５
年
前
の
こ
と
、
大
阪
在
住

の
知
人
で
あ
る
岡
原
茂

（故
人
）
さ
ん

か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
バ
ッ
ジ

（３
３
７
番
）

を
い
た
だ
い
た
。
岡
原
さ
ん
は
単
独
行

の
好
き
な
方
で
、
か
な
り
の
山
を
歩
か

れ
て
い
た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
で
は
な

か
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て
岡
原
さ

ん
が
こ
の
バ
ッ
ジ
を
入
手
さ
れ
た
の
か

は
不
明
だ
。
「私
が
持

っ
て
い
て
も
仕
方

が
な
い
の
で
手
塚
さ
ん
に
」
と
言

っ
て

渡
さ
れ
た
。
そ
の
バ
ッ
ジ
に
刻
印
さ
れ

た
番
号
が
若
い
の
で
、
「こ
の
バ
ッ
ジ
は

ど
ん
な
方
が
持

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
」

と
興
味
が
わ
い
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
聞
け
ば

判
明
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
事
務
局
の

人
に
問
い
合
わ
せ
て
み
た
。
し
か
し
、

「資
料
が
な
い
の
で
、
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
」
と
い
う
返
信
で
あ
っ
た
。

以
来
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
平
成
１８
年
１０
月
に
、
旧
知
の
高

島
法
男

（京
都
支
部
会
員
）
さ
ん
と
の

歓
談
中
に
バ
ッ
ジ
の
話
が
で
た
。
私
が

事
情
を
説
明
す
る
と
、
■
月
２４
日
に
高

島
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
が
届

い
た
。

「日
本
山
岳
会
、
会
員
番
号
３
３
７
番

で
す
が
、
大
正
１０
年
１２
月
現
在
の
名
簿

に
よ
り
ま
す
と
、
黒
田
長
敬

・
大
正
３

年
１
月
入
会
。
住
所
は
、
東
京
市
赤
坂

区
福
吉
町

一
と
あ
り
ま
す
。
黒
田
姓
で
、

名
に

「長
」
が
つ
く
と
な
る
と

「黒
田

公
」
で
は
な
い
か
と

（黒
田
武
士
）
、
黒

田
長
政
の
末
か
と
。
こ
れ
は
調
べ
ら
れ

た
ら
、
面
白
い
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
」

た
か
が
バ
ッ
ジ
の
こ
と
く
ら
い
で
何

事
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

以
前
事
務
局
よ
り
、
資
料
が
ま
っ
た
く

な
い
か
ら
と
い
う
返
答
だ

っ
た
。
な
ん

ら
か
の
手
が
か
り
に
な
れ
ば
と
思
う
。

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

相
模
国
府
祭

祖
父
川
精
治

相
模
国
府
祭
と
書
い
て

「サ
ガ
ミ
コ

ウ
ノ
マ
チ
」
と
読
み
、
例
年
５
月
５
日

に
端
午
祭
と
も
呼
ば
れ
遠
い
昔
か
ら
執

り
行
な
わ
れ
て
き
た
相
模
国
最
大
の
古

代
神
事
で
あ
る
。
国
内
の
由
緒
と
格
式

の
あ
る

一
之
宮
寒
川
神
社

（寒
川
町
）
、

Ｊ
Ｒ
駅
名
の
二
之
宮
川
匂
神
社

（二
宮

町
）
、
三
之
宮
比
々
多
神
社

（伊
勢
原
市
）
、

四
之
宮
前
鳥
神
社

（平
塚
市
）
、
平
塚
八

幡
宮
（平
塚
市
）
、総
社
の
六
所
神
社
（二

宮
町
）
が
大
磯
町
の
西
に
あ
る
神
揃
山

へ
参
集
す
る
。
今
年
の

一
之
宮
を
ど
こ

に
決
め
る
の
か
と
い
う
神
事
を
座
問
答

と
い
い
、
全
国
的
に
も
実
に
珍
し
い
も

の
で
、
神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

国
の
中
心
に
国
府
を
置
き
中
央
よ
り

国
司
が
任
命
さ
れ
て
そ
の
国
の
行
政
に

当
た
ら
せ
、
着
任
す
る
と
有
力
大
社
ヘ

巡
拝
し
て
回
る
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
の

回
る
順
位
に
よ
っ
て

一
之
宮
、
二
之
宮

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
わ

れ
る
。
し
か
し
時
代
を
経
て
国
司
の
国

内
巡
拝
に
は
日
数
と
費
用
、
人
手
を
必

要
と
し
た
の
で
、
各
神
社
の
御
分
霊
を

国
府
近
く
の
神
社
へ
合
祀
し
て
祈
願
所

と
し
た
の
が
総
社
の
起
源
と
い
わ
れ
る
。

相
模
国
で
は
東
を
相
武
、
西
を
磯
長

と
い
い
、
そ
れ
ら
が
合
併
し
て
相
模
国

が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の

一
之
宮
が
う
ち
は

一
之
宮
で
す

と
い
う
よ
う
な
言

い
争

い
が
起
き
、

比
々
多
、
前
鳥
、
八
幡
宮
の
各
社
が
仲

裁
へ
入
っ
て
円
満
解
決
を
し
た
。
そ
の

様
子
が
儀
式
化
さ
れ
古
式
神
事
と
な
っ

て
１
０
０
０
年
余
も
継
承
し
て
き
た
の

が
座
問
答
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
正
午

の
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
、
い
よ
い

よ
座
問
答
が
始
ま
る
。
２
頭
の
ト
ラ
の

毛
皮
を
用
い
、
上
座
へ
そ
れ
ぞ
れ
が
置

き
換
え
る
こ
と
３
度
日
で
仲
裁
と
し
て
　
７

四
之
宮
比
々
多
神
社
の
宮
司
が
進
み
出
　
菫

で
て

「
い
ず
れ
明
年
ま
で
」
と
声
高
く

唱
え
て
円
満
解
決
と
な
る
。

そ
の
後
、
高
天
原
に
見
立
て
た
大
矢

場
斎
場
の
馬
場
公
園
で
は
、
巫
女
舞
や

船
形
舞
台
上
で
鷺
の
舞
い
が
執
り
行
な

わ
れ
る
。
式
典
の
参
列
に
各
社
宮
司
の

ほ
か
関
係
者
の
中
に
、
古
代
の
衣
装
に

威
儀
を
正
し
長
剣
を
侃
い
た
国
司
役
に

は
例
年
地
元
の
大
磯
町
長
が
当
た
っ
て

い
る
。
昔
は
周
辺
に
農
具
市
が
開
か
れ

こ
こ
で
農
器
具
を
購
入
す
る
と
豊
作
に

な
る
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
が
、
今
で

は
露
天
商
が
数
多
く
立
ち
並
び
、
終
日
、

賑
わ
い
混
雑
し
て
い
る
。
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だ
よ
り

第
２２
回
宮
崎
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

感
銘
深
か
っ
た
会
長
の
記
念
講
演

Ｈ
月
３
日
に
行
な
わ
れ
た
第
２２
回
宮

崎
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
、
平
山
善
吉
会
長

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
る
と
い
う
意
義
深

い
催
し
と
な
っ
た
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
前
日
の
２
日
は
、
平

山
会
長
に
特
別
記
念
講
演
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
会
場
と
な
っ
た
、
宮
崎
県
立

高
千
穂
高
等
学
校
体
育
館
に
は
、
「わ
が

国
南
極
観
測
の
５０
年
」
と
い
う
演
題
に
、

生
徒
６
５
０
人
が
集

っ
た
。

九
州
の
ヘ
ソ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
神

話
と
伝
説
の
里

。
高
千
穂
町
で
、
第
１

次
南
極
観
測
隊
員
と
し
て
選
抜
さ
れ
、

第
２
次
、
第
３
次
の
越
冬
隊
員
と
し
て

参
加
、
活
躍
さ
れ
た
平
山
会
長
だ
け
に
、

期
待
が
も
た
れ
た
。
そ
の
南
極
で
の
体

験
談
を
ま
じ
え
た
講
演
、
ス
ラ
イ
ド
や

動
画
の
映
像
は
迫
力
が
あ
っ
た
。
生
徒

た
ち
は
、
未
知
の
南
極
と
い
う
世
界
に

対
し
、
憧
れ
と
感
動
を
抱
い
た
よ
う
で

あ
り
、
熱
心
に
聞
き
、
見
入
っ
て
い
た
。

か
っ
ぽ
う
酒
で
交
流
を
深
め
た
前
夜
祭

講
演
会
終
了
後
は
、
高
千
穂
町
五
ケ

所
高
原
の
公
民
館
に
移
動
し
、
熊
本
と

北
九
州
支
部
の
会
員
１８
人
と
合
流
し
、

地
域
の
人
達
が
主
催
す
る
恒
例
の
前
夜

祭
に
参
加
し
た
。

前
夜
祭
会
場
で
は
、
登
山
者
の
安
全

と
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
神
事
が
執

り
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
仮
設
舞
台

で
は
地
元
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
神
楽

や
、
大
太
鼓
演
奏
、
地
元
の
小
学
校
児

童
や
地
区
住
民
な
ど
に
よ
る
歌
や
踊
り

な
ど
が
次
々
披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

前
夜
祭
終
了
後
は
、
宿
舎
の
五
ケ
所

公
民
館
に
場
所
を
移
し
、
同
宿
す
る
熊

本
と
北
九
州
支
部
会
員
と
の
交
流
会
が

再
開
さ
れ
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
親

睦
を
深
め
た
楽
し
い
夜
と
な
っ
た
。

晩
秋
の
高
原
で
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

宮
崎
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
、
こ
こ
数
年
、

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

天
候
に
恵
ま
れ
ず
残
念
な
思
い
を
し
て

き
た
が
、
今
回
は
透
き
通
る
よ
う
な
晩

秋
の
青
空
の
も
と
、
紅
葉
に
染
ま
っ
た

五
ヶ
所
高
原

・
三
秀
台
会
場
に
約
１
５

０
人
が
集
ま
っ
た
。

式
典
は
、
午
前
９
時
に
五
ヶ
所
小
学

校
児
童
に
よ
る
点
鐘
を
合
図
に
始
ま
り
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
顕
彰
碑
の
前
で
師
を
偲
び
、

黙
祷
と
献
花
を
さ
さ
げ
た
。
そ
の
後
、

高
千
穂
町
町
長
、
平
山
会
長
、
町
会
議

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

「ウ
ェ
ス

ト
ン
師
に
捧
ぐ
鎮
魂
と
新
た
な
誓
い
」

の
詩
の
朗
読
の
後
、
全
員
で
エ
ー
デ
ル

ワ
イ
ス
の
歌
を
合
唱
し
、
９
時
４０
分
に

終
了
し
た
。

明
治
２３
年
■
月
６
日
に
ウ
ェ
ス
ト
ン

が
登

っ
た
祖
母
山

（１
７
５
７
房
）
が

く
っ
き
り
と
雄
姿
を
見
せ
、
こ
の
式
典

を
暖
か
く
見
守

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。

九
州
の
尾
根
、
祖
母
山
記
念
登
山

式
典
終
了
後
、

１０
時
３０
分
に
記
念
登

山
開
始
。
祖
母
山
系
は
紅
葉
の
名
所
で

あ
る
が
、
今
年
の
紅
葉
は
、
色
艶
が
悪

い
。
そ
の
原
因
は
、
例
年
に
比
べ
て
寒

さ
の
訪
れ
が
遅
い
こ
と
と
、
秋
の
中
旬

か
ら
後
半
に
か
け
て
雨
が
降
ら
ず
、
乾

燥
し
た
日
が
長
く
続
い
た
か
ら
だ
と
い

う
。
日
本
特
有
の
四
季
の
移
り
変
わ
り

の
中
で
、
最
近
、
何
か
が
少
し
ず
つ
変

化
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

千
間
平
か
ら
三
国
峠
を
経
て
約
３
時
　
８

間
、
祖
母
山
に
着
い
た
。
障
子
岳
、
古
　
猥

祖
母
山
を
見
下
ろ
す
壮
大
な
パ
ノ
ラ
マ

の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
昼
食
を
と
る
。

そ
の
後
、
平
山
会
長
を
中
心
に
記
念
写

真
を
撮
り
、
記
念
登
山
を
終
え
た
。

宮
崎
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
、
毎
年
Ｈ
月

３
日
に
開
催
さ
れ
、
師
の
神
を
信
じ
る

心
、
人
間
愛
と
自
然
愛
に
満
ち
た
行
動

が
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
と
い
う
理

念
を
深
く
心
に
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
も
、
人
と
自
然
が
共

に
助
け
あ
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
の
努

力
を
怠

っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
再
認
識

す
る
も
の
で
あ
る
。

（末
永
軍
朗
）

ウェス トン顕彰碑の前で (中央が平山会長)
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８
月
山
行

山
形
支
部
の
８
月
山
行
は
、
台
風
と

フ
ェ
ー
ン
現
象
で
う
だ
る
よ
う
に
暑
か

っ
た
８
月
１９
～
２０
日
に
鳥
海
山
で
行
な

わ
れ
た
。
参
加
者
１９
名
。
総
会
並
み
だ

と
皆
が
喜
ぶ
。

１９
日
、
山
形
県
側
の
登
山
口
の
大
平

山
荘
で
、
ま
ず
は
暑
気
払
い
。
会
員
が

持
ち
寄

っ
た
地
酒
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
な

か
、
鳥
海
山
の
伏
流
水
が
噴
出
す
る
海

底
に
生
息
す
る
、
庄
内
で

一
番
お
い
し

い
と
い
わ
れ
る
遊
佐
の
岩
が
き
を
味
わ

う
。　
一
口
で
は
口
に
入
り
き
ら
な
い
ほ

ど
大
き
く
肉
厚
で
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
磯

の
か
お
り
が
口
中
に
広
が
る
。
あ
わ
び
、

小
ガ
レ
イ
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
な
ど
、
庄
内

の
夏
の
味
覚
を
堪
能
す
る
。
会
員
で
あ

る
遊
佐
町
町
長
も
参
加
し
て
、
鳥
海
山
、

遊
佐
町
の
自
然
や
将
来
の
こ
と
な
ど
で

多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
夕
涼
み
に
外

へ
出
る
と
、
風
が
心
地
よ
い
。
星
を
見

上
げ
な
が
ら
会
員
の
吹
く
ハ
ー
モ
ニ
カ

の

「昴
」
に
聴
き
入
る
。

２０
日
、
鉾
立
～
賽
ノ
河
原
～
河
原
宿

～
笙
ヶ
岳
～
お
浜
～
鉾
立
コ
ー
ス
を
歩

く
。
あ
っ
ち
の
山
、
こ
っ
ち
の
山
と
闇

雲
に
項
上
を
求
め
た
時
を
過
ぎ
て
、
今

は
山
項
を
踏
ま
な
く
て
も
心
穏
や
か
に

山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
人
に
出
会
う
こ
と
の
な
い
静
か

な
コ
ー
ス
で
、
山
の
花
々
を
愛
で
楽
し

む
。
雪
渓
が
消
え
た
と
こ
ろ
に
は
可
憐

な
ヒ
ナ
ザ
ク
ラ
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ
が
咲
き
、

笙
ヶ
岳
～
お
浜
ま
で
の
稜
線
は

一
面
の

お
花
畑
で
あ
る
。
凛
と
し
た
ウ
メ
バ
チ

ソ
ウ
、
紅
色
の
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
、
お

と
な
し
げ
な
シ
ャ
ジ
ン
、
ミ
ヤ
マ
リ
ン

ド
ウ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
ウ
サ
ギ
ギ

ク
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、
鳥
海
ア
ザ
ミ
、

ぐ
い
ぐ
い
と
飛
翔
す
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
。

千
畳
ケ
原
を
取
り
囲
む
外
輪
山
の
山
肌

の
緑
が
日
に
美
し
い
。

今
回
も
気
の
お
け
な
い
山
の
仲
間
た

ち
と
、
ゆ
る
や
か
に
山
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。　
　
　
　
　
（佐
藤
映
子
）

１０
月
２８
日
か
ら
Ｈ
月
５
日
ま
で
、
初

冬
の
バ
ン
フ
で
山
岳
祭
が
開
か
れ
た
。

第
１３
回
山
岳
図
書
祭
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
注
ロ
ク
ラ
イ
マ
ー
、
ア
ン
デ
ィ

・

カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

マ
ー
で
ベ
ー
ス
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
レ
オ

・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
セ

ン
ト
ラ
ル

・
ア
ジ
ア

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
グ
レ
ッ
グ

・
モ
ー
テ
ン
ソ
ン
、
作
家

の
ジ
ェ
フ

・
ロ
ン
グ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か

ら
極
地
探
検
家
の
ポ
ー
ガ

・
オ
ス
ラ
ン

ド
な
ど
が
招
待
さ
れ
、
最
近
の
冒
険
談

を
そ
れ
ぞ
れ
が
披
露
し
た
。

９
カ
国
、
１
１
３
冊
の
参
加
図
書
よ

り
、
山
岳
ミ
ス
テ
リ
ー
の

『ザ

・
ウ
ォ

ー
ル
』
ジ
ェ
フ

・
ロ
ン
グ
著

（ア
メ
リ

カ
、
２
０
０
６
年
）
が
選
ば
れ
た
。

第
３１
回
山
岳
映
画
祭
に
は
、

１６
年
ぶ

り
に
冬
季
ヒ
マ
ラ
ヤ
８
０
０
０
ｂ
川峰
の

登
項
に
成
功
し
た
イ
タ
リ
ア
の
シ
モ

ネ

ｏ
モ
ロ
、
１
９
７
２
年
の
ア
ン
デ
ス

山
脈
飛
行
機
事
故
か
ら
７２
日
後
に
生
還

し
た
ウ
ル
グ
ア
イ
の
元
ラ
グ
ビ
ー
選
手

の
ナ
ン
ド

・
パ
ラ
ド
、
地
元
ケ
ン
モ
ア

の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
マ
ー
、
ウ
ィ
ル

ｏ
ガ

ッ
ト
な
ど
が
招
待
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

出
演
、
演
出
し
た
映
画
の
裏
話
が
紹
介

さ
れ
た
。

３５
カ
国
、
３
２
４
本
の
参
加
映
画
よ

り

『
コ
ン
フ
リ
ク
ト

ｏ
タ
イ
ガ
ー
』
（イ

ギ
リ
ス
、
２
０
０
５
年
）
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

今
年
も
バ
ン
フ

・
マ
ウ
ン
テ
ン

・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
同
時
期
に
開
催
予

定
。
詳
細
は
次
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
検
索
で
き

る
。

ダ
２
５
■
ｏ”
”
●
出
甲
●
〇
匡
●
け”
い”
』の
∽
Ｌ
く
”
】∽
・０
”

可憐な花々が咲く笙ヶ岳山頂

バ
ン
フ
・マ
ウ
ン
テ
ン
・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
年

サ
ッ
チ

・
益
田

%〕ざ3LASTRIK
個人手配旅行から人気のトレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡ください。

彗荘アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 1∞・佃08東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03¨334舶30

大阪/〒 540‐0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル
"1号

 TEL 06¨ 694‖ 111

名古屋/〒晨4・0807名古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL052‐78&2422
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231 マカルー ジャン・フランコ 近藤等 /訳 白水社 1956 箱 500

233 登山史の発掘 山崎安治 著漢堂 1979 箱 500

242 ヒマラヤ 山と人 深田久弥 中央公論社 S31 箱 500

247 忘れえぬ山の人びと 望月達夫 著漢堂 1986 箱 500

249 氷と雪 加納一郎 梓書房 S4 カバー 1000

250 アムンゼン探検史 ロアルトアムンゼン 加納一郎 /訳 朋文堂 S17 再版 カバー 500

253 邊かなリエヴェレスト 島田 巽 大修館書店 1981 カバー 署名入 500

254 そこに山がある 今西錦司 日本経済新聞社 S48箱 署名入 500

259 谷川岳研究 長越茂雄 朋文堂 S29 カバー 400

263 垂直と水平の道 高木正孝・渡邊兵力 創文社 S36 箱 400

264 森林・草原・氷河 加藤泰安 著漢堂 1976 2版 箱 1,000

269 北の山 続篇 伊藤秀五郎 著漢堂 1976 箱 1,000

279 山は満員 渡辺公平 著漢堂 1975 カバー 署名入 400

280 小島鳥水 近藤信行 創文社 S53 4刷 献呈署名入 800

286 エーデルワイスの詩 坂倉登喜子 著漢堂 1976 カバー 献呈署名入 500

288 登山の小史と用具の変遷 西岡一雄 朋文堂 S33 400

293 山を想えば 百瀬慎太郎遺稿集 百瀬慎太郎 百瀬慎太郎遺稿集刊行会
"7箱

lЮ00

297 アンデスからヒマラヤヘ 浜野吉生 白水社 1966 再販 箱 500

299 チョゴリザ 京都大学学士山岳会 朝日新聞社・李家正文 S34 署名入 500

300 サルトロ・カンリ 京都大学学士山岳会 朝日新聞社0浜名二正 S39 400

314 一九七〇エベレスト登山隊報告書 日本山岳会 S47箱 1,000

315 山岳技術考 金坂一郎遺稿集 金坂一郎 著漢堂 1988 500

327 西堀栄三郎遺稿 1・ 2・ 3・ 別巻 (4冊 ) 西堀栄三郎 悠 社々 1991 カバー 2,000

331 登山の技術 上・下 (2冊 ) 日本山岳会 /編 白水社 1978 3刷・2届」箱 400

335 日本山嶽志 高頭 式 /編 野島出版 望5箱 2,000

338 富士山 深田久弥 /編 青木書店 S15 初 800

339 峠 深田久弥 /編 青木書店 S15 3版 500

340 シルクロードの旅 深田久弥 朝日新聞社 鈍6箱 500

361 山・よき仲間 成瀬岩雄 著漢堂 田7箱 献呈署名入 500部限定番号入 500

362 山旅記 山川 力 紫紅会 S51 カバー 箱 500部限定番号入 400

366 エヴェレスト登頂 ジョン・ハント 朝日新聞社 S29 カバー 特装本 400

390 新ハイキング 別冊関西版 71冊 新ハイキング社 21号 (1953月 )～ 91号ぐ0611月 ) 1000

391 世界紀行文学全集 山岳 I編 志賀直哉・佐藤春夫・川端康成 /監 修道社 S36箱 1000

392 世界紀行文学全集 山岳Ⅱ編 志賀直哉・佐藤春夫・川端康成 /監 修道社 S36 箱 1000

396 東京農業大学山岳部報告 第 2号 東京農業大学山岳部 1937年  昭和 12年 1,000

Yl THE KANGCHENJUNGA ADVENTURE FoS.Slmythe V.Collancz Ltd. London 1930 10,000

Y2 NANDA DEVI EoShiDtOn H. & Stoushton London 1937 10,000

Y3 THE ASCENT OF NANDA DEVI Tilman Machmillan Co. London 1937 10,000

Y4 CAMP SIX FoSo Simythe H. & Stoughton 1937 10,000

Y5 SOUTH COL W.Novce Heinemann 1954 5,000

Y60pere Complete (4‐ 冊)       Guido Rey
I  IL】ЛONTE CERVINO
Ⅱ ALPINISIMO ACROBATICO
Ⅲ ILTEMPOCHETORNA‐ LAFINEDELLIALPNISM0

1V ALBA ALPINA

Ed五bi Andrea Viglon即 ,Torino 1962 カヴアー

CellezionilMontes,Torino 1953 カヴアー

同上          1954
同_L          1954 カヴアー

50,000

Y7 Les plus belles montagnes du Monde Glenat Yama Kei, Tokyo 1991 箱 40,000

Y8 Les EtatsUnis: Les Plus Belles Escalades Romain Vogler Denoel, Paris 1984 6,000

Y9 Die Schoensten Berse der Alpen L.Trenker & H.Dumler Bruckman, Muenchen 1978 2 nd.ed.カ ヴアー 5,000

Y10 Die Schoensten Hoehenwege der Westalpen L.Trenker & H.Dumler Bruckman. Muenchen 1981 3 rdoed.カ ヴアー 4000

Yll A History of Mountaineering in the Alps C.E.Engel G. Allen & Unwin, London 1950 3,000

Y12 Chamonix Mont-Blanc
Zermatt and District ( 2 {f)

R.GoCollol■ b

R.GoCollolnb

Constable, London

Constable, London
1969

1969

4,000

Y13 Das Matterhorn in Bild Anton Gattlen Rotten-Verlag, Brig 1979 4,000

Y14 Cent ans d'affiches : Chamonix Mont-Blanc E.. Clounet, Paris 1991 3,000

Y15 Clubhuetten Schweizer AlpenClub Verlag des SAC, Zurich 1976 3000

Y16 Grindelwalder Bergfuehrer Samuel Brawand Berghannen Grindelwalt- First 1973 3000

Y17 100 hikes in the Alps I. Spring & H. Edwards The Mountaineers, Seattle 1985 4 tho Ed。 3,000

Y18 Scrambles amongst the Alps Edward Whvmper f. Murrav. London 1966 Reprintedカ ヴァー 3000

山 740-200701020(第二種郵便物認可)

●記名、線引き、若干の汚れなどはご容赦ください。

●頒布価が400円 未満のものは掲載を省略しています。全目録はホームページ (図書委員会)から検索できます。また、

必要な方には郵便でお送りします。

●問合せは、 図書委員会・三好まき子まで 回 (090・80198601)図 (hirata@hon― s.cojp)
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図書交換会 出品 目録 お よび購入 申 し込 みの ご案 内

図書委員会では、来たる3月 3日 (土)に「山岳史懇談会」に併せて「図書交換会」を開催します。

出品図書は400点 を超え、出品者のご好意により、たいへん安価で提供できることになりました。

交換会当日の詳細は18ページのINFORMATIONを 参照ください。なお、交換会当日に来場でき

ない方は、下記の要領で購入の申し込みを行なってください。

●郵便 (日 本山岳会・図書委員会あて)ま たはメール (hirata@hon‐socojp)で、 2月 20日 までに

お申し込みください。

●購入希望図書の番号、書名、購入希望者の名前と会員番号を必ずご記入ください。

●入札本 (★印)の場合も、入札価格を記入のうえ、同じ要領でお申し込みください。

●希望が重複した図書は、当日に抽選で決定します。

●送料は購入者負担とし、交換会終了後に代金と一緒に請求させていただきます。

★ 1 山のぬくもり 畔地梅太郎 創文社

S54手摺木版画集(7葉各台
紙貼)100部限定 番号入
サイン入 箱

★最低価
格 50,000

から入札

世界山岳地図集成 カラコルム・ヒンズークシュ編 学研 S53 箱 5,000

山岳史 藤原 肇 東明社 1992 追悼版 500

空にただよう峰 松永敏郎 アポロスポーツ H3箱 500

京大探検部 京大探検者の会 新樹社 2006 カバー 帯 1,000

11 北壁―原武遺稿集 原 武 北壁編集委員会
"9箱

800

19 全日本ヒマラヤ登山隊報告書 全日本山岳連盟 東海地区山岳連盟 S39 500

21 日本百名山 深田久弥 新潮社 S53 24届」 箱 1,000

24 山 I 山Ⅱ 山Ⅲ (3冊 ) 串田孫一 /編・解説 筑摩書房 S35・ S36 箱 2,000

33 奥秩父研究 原全教 朋文堂 S34 500

34 八ヶ岳研究 上 独標登高会 朋文堂 S38 1,000

36 山一紀行と随想 大島亮吉 好日書房 S22 カバー 500

37 大島亮吉全集 3先離者 大島亮吉 あかね書房 1970 箱 帯 1,000

38 大島亮吉全集 5大島亮吉研究 大島亮吉 あかね書房 1970 箱 1000

39 シルクロードの旅 深田久弥 朝日新聞社 鈍6箱 500

42 白きたおやかな峰 北杜夫 新潮社 S44 15刷  カバー 500

47 北の山 続篇 伊藤秀五郎 著漢堂 1976 箱 1,000

48 山に忘れたパイプ 藤島敏男 著漢堂 1970 箱 1,000

49 マカルー ジャン・フランコ 近藤等 /訳 白水社 1956 箱 800

50 ダウラギリ登頂 マックス0アイゼリン 横川文雄 /訳 ベースボールマガジン社 S38 箱 800

51 プモ・リ グルハルト・レンザー 緒方郁映0橋本信/訳 ベースボールマガジン社 望0箱 800

52 雪と岩 ガストン0レビュファ 近藤等 /訳 新潮社 S37 2届」 600

53 天と地の間に ガストン・レビュファ 近藤等 /訳 新潮社 S38 600

54 山と雪の日記 復刻版 板倉勝宣 大修館 S50 500部 限定 番号入 500

62 剣の窓 山崎安治 二玄社 1962 箱 500

63 山の序曲 山崎安治 朋文堂新社 鈍2箱 600

85 旅立ちの記 上・下 (2冊 ) 本多勝一 講談社 1982 カバー 帯 500

88 越後の山旅 上・下 (2冊 ) 藤島 玄 富士波書房 S55 再版 カバー 500

107 山と峠と氷河 成瀬岩雄 著漢堂 S61 箱 500

164 1医松帯 織内信彦 朋文堂 S16 500

193 ヒマラヤ紀行 J.D。 フーカー 薬師義美 /訳 白水社 1979 箱 1,500

197 日本アルプスの研究 矢沢米三郎 三省堂 S10 箱 500

199 プモ・リ ゲルハルトレンザー 緒方郁映0橋本信/訳 ベースボールマガジン社 S40箱 700

200 ダウラギリ登頂 マツクス・アイゼリン 横川文雄 /訳 ベースボールマガジン社 S38 箱 800

204 カフカズの山旅 袋 一平 あかね書房 1969 500

217 山 光と影 現代山岳写真家代表作集 山と漢谷社 S53 箱 2,000

218 世界山岳地図集成 ヒマラヤ編 学研 S52 箱 5,000

219 遠き近き 松方三郎 龍星閣 S26 箱 1000

220 松方三郎 松方三郎 共同通信社 S49 カバー 500

225 マナスル登頂記 槙 有恒 毎日新聞社 S31 カバー 献呈署名入 500

226 槙有恒全集 I・ ⅡOⅢ  (3冊 ) 槙 有恒 五月書房 1991 箱 帯 3,000

229 山の心 槙 有恒 毎日新聞社 S49 カバー 献呈署名入 800

■ 11



山 740-2∞ 701020(第二種郵便物認可)

第
４３
回
日
本
山
岳
会
学
生
部

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

Ｈ
月
１２
日
、
皇
居
外
苑
に
お
い
て
、

第
４３
回
日
本
山
岳
会
学
生
部
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
応
援
す
る

に
は
少
々
肌
寒
い
も
の
の
、
走
る
と
汗

ば
む
程
度
の
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と

な
り
、
首
都
圏
か
ら
集
ま
っ
た
１５
大
学

８２
名
が
、
日
ご
ろ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

成
果
を
発
揮
し
た
。

近
年
、
部
員
減
少
に
伴
い
、
徐
々
に

活
動
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
大
学
山
岳
部

で
あ
る
が
、
本
年
は
数
年
ぶ
り
の
参
加

と
な
る
大
学
や
、
新
規
加
盟
を
求
め
る

大
学
か
ら
の
参
加
も
あ
り
今
後
の
展
望

に
期
待
が
持
て
る
。

団
体
戦

（５
キ

ロ
×
４
名
）
で
は
、
明

治
大
学
が
１
時
間
１５
分
４２
秒
で
１
年
ぶ

り
に
優
勝
杯
を
奪
還
し
た
。
２
位
は
昨

年
の
覇
者
、
東
京
農
業
大
学

（１
時
間

生
ロ

１７
分
３０
秒
）
が
、
３
位
は
日
本
大
学
（１

時
間
１８
分
３２
秒
）
で
あ
っ
た
。

個
人
戦

（男
子
１５
キ

ロ、
女
子
１０
キ

ロ）

で
は
、
男
女
と
も
に
２
年
連
続
で
日
本

大
学
の
鵜
原
孝
祐

（５９
分
２６
秒
）
、
立
教

大
学
の
小
山
さ
や
か

（４７
分
３３
秒
）
が

優
勝
し
た
。

（学
生
部
委
員
長
　
澤
井
京
太
）

自
然
と
人
間
の
暮
ら
し
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
八
ヶ
岳
＆
勝
沼

１
９
８
７
年
以
来
、
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
き
た

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
」

が
、
去
る
１０
月
２７
～
２９
日
の
第
２０
回
を

も

っ
て
幕
を
下
ろ
し
た
。

最
終
回
は
、
小
諸
の
懐
古
園
、
上
田

の
無
言
館
を
経
て
、
Ａ
班
、
甲
斐
大
泉
、

Ｂ
班
、
原
村
に
分
宿
。
翌
日
、
Ａ
班
は

編
笠
山
、
Ｂ
班
は
白
駒
池
方
面
を
歩
い

た
後
、
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
の
記
念
集
会

に
参
集
し
た
。

こ
の
会
は
、
当
時
の
國
見
利
夫
自
然

保
護
委
員
長
、
室
俊
司

（教
育
学
者
）
、

矢
倉
久
泰

（ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
氏
ら

の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
自

然
保
護
教
育
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
だ

っ
た
。
や
が
て
子
ど
も
た
ち
は

巣
立

っ
て
い
き
、
参
加
者
の
高
齢
化
が

進
ん
だ
が
、
体
力
に
合
わ
せ
た
選
択
コ

ー
ス
、
多
様
な
学
習
テ
ー
マ
、
コ
ン
サ

ー
ト
、
演
劇
な
ど
も
加
え
て
、
毎
回
１

０
０
人
を
超
え
る
盛
況
だ

っ
た
。
し
か

し
、
最
近
は
中
心
メ
ン
バ
ー
に
も
支
障

が
で
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
で

一
応
の
区
切
り
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

記
念
集
会
は
、
創
立
メ
ン
バ
ー
の
矢

倉
さ
ん
、
第
１
回
の
開
催
地
尾
瀬
か
ら

ヽ―
、‐書‐

′「 コ

・「
川

≡
里

Ｅ
Ⅸ

査
丁

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

青空の下、日ごろの トレーニングの成果を競いあった

参
加
し
た
平
野
紀
子
さ
ん
の
祝
辞
に
続

き
、
古
屋
学
而
山
梨
支
部
長
の
乾
杯
で

始
ま
っ
た
。
会
場
に
は
、
毎
年
参
加
し

て
く
れ
た
安
曇
野
か
ら
の

一
行
も
駆
け

つ
け
、
東
北
や
九
州
か
ら
の
常
連
の
顔

も
あ
っ
て
、
料
理
は
簡
素
な
が
ら
、
賛

助
出
演
の
民
謡
、
邦
楽
、
声
楽
に
助
け

ら
れ
て
、
和
や
か
な
時
を
過
ご
し
た
。

な
か
で
も
無
言
館
に
ち
な
ん
で
、
戦
没

者
に
捧
げ
る
鎮
魂
歌

「か
わ
い
そ
う
な

鬼
」
が
心
を
う
っ
た
。

最
終
日
は
、
訪
問
先
へ
の
お
土
産
と

し
て
演
劇

「米
百
俵
」
と
シ
ャ
ン
ソ
ン

を

一
般
公
開
し
た
が
、
こ
れ
で
最
後
と

各
地
か
ら
日
帰
り
で
参
加
し
た
人
も
多

日本全国巨都董]よリソウル経由でカトマンズヘ
(発着地)札幌。函館・青森。新潟。東京。名古屋。大阪・岡山・福岡

発表::大口航空カトマンズ線鵬腕配議

歴五日口]目□1璽西謳■EE]|】Eヨ日1囲口回三憂|
□ 厖EEロロ≡コロ

…

■|■|■||||||||
●アンナプルナ・ダウラギリ・パノラマ・トレッキング

国土交通大臣登録旅行業第490号 /0日 本旅行業協会正会員 ボDF保肛舎ロ

月Zレ層ツニア」笏二」井1ど貿J:五釜″
ル2F lB03‐ 3503‐ 1911

大阪 1 福岡8092‐ 715‐1557

●エベレスト展望トレッキングとシェルバの里
●ランタン0ヘリ0トレッキング
●マカルー・カンチェンジュンガ展望トレッキング ご請求下さい。

ンヾフレットを
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フォーラム IN八 ヶ岳&勝沼、参加者の集合写真

く
約
２
０
０
人
ほ
ど
が
会
場
を
埋
め
た
。

多
く
の
人
の
善
意
に
支
え
ら
れ
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
、
「人
は
あ
か
ね
ど
ゆ
く

春
を
　
い
つ
ま
で
こ
こ
に
と
ど
む
ベ

き
」
（藤
村

「晩
春
の
別
離
」）
の

一
節

に
思
い
を
託
し
つ
つ
散
会
し
た
。

（近
藤

緑
）

大
多
摩
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

を
歩
く

Ｈ
月
１４
日
、
川
合
愛
子
会
員
の
案
内

で
、
奥
多
摩

ｏ
多
摩
川
の
峡
谷
沿
い
に

整
備
さ
れ
た

「大
多
摩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
」
８

・
３
キ

ロ
の
ん
び
り
歩
い

た
。
参
加
者
Ｈ
名
は
、
う
ら
ら
か
な
小

春
日
和
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

９
時
３０
分
に
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
の
古
里
駅

を
出
発
し
た
。
古
里
駅
か
ら
青
梅
線
の

終
点
の
奥
多
摩
駅
ま
で
の
鳩
ノ
巣
駅
、

白
丸
駅
の
三
駅
分
を
多
摩
川
の
峡
谷
に

沿

っ
て
、
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
を
上
流

へ
と
遡
る
よ
う
に
歩
い
た
。
右
岸
か
ら

左
岸
へ
、
左
岸
か
ら
右
岸
へ
と
幾
度
か

渡
り
か
え
し
た
り
、
尾
根
を
巻
く
上
り

下
り
の
起
伏
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
水
線
通

し
の
景
観
の
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で

あ
っ
た
。

こ
の
秋
、
東
京
近
郊
の
紅
葉
は
鮮
や

か
さ
に
欠
け
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

白
丸
ダ
ム
の
人
造
湖
、
自
丸
湖
で
は
、

鏡
の
よ
う
な
湖
面
に
、
対
岸
の
紅
葉
が

写
し
出
さ
れ
、
息
を
呑
む
ほ
ど
に
鮮
や終点の奥多摩駅に到着して記念撮影

か
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、秋
た
け
な
わ
―

こ
の
場
所
で
、
ゆ
っ
く
り
と
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
を
楽
し
ん
だ
。

１３
時
５０
分
、
奥
多
摩
駅
に
到
着
し
て

記
念
撮
影
を
し
て
解
散
し
た
。

同
行
さ
れ
た
柴
田
初
子
会
員
は
、

１２

月
米
寿
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
る
由
、
こ

の
場
を
お
か
り
し
て
お
祝
い
申
し
あ
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（松
島
岳
生
）

内
出
脩

一

麟 鸞 辣 鰯 襲 鼈 響 蒻 艤

短 輻

歌
短
歌

這
松
の
本
り
仄
か
に
流
れ
き
て
木
下
に
寄
り
添
ひ
そ
よ
ぐ
石
箱
花

粒
子
を
蒔
く
爺
の
雪
形
斜
面
に
ム
で
二
月
の
空
に
爺
ヶ
書
そ
び
ゆ

安
曇
野
を
履
ふ
雲
海
ま
だ
暗
く
達
か
浅
間
は
暁
光
に
浮
く

大
れ
の
枝
よ
り
圭
る
る
き
る
を
が
せ
霧
を
合
み
て
出
の
本
匂
ふ

安
曇
野
の
水
雨
に
濡
る
る
道
租
紳

つ
な
ぎ
合
ふ
手
は
暖
か
な
ら
む

日本の登山・スキーの発展を側面で支えた店

好日山荘往来 (上 )

大賀寿二著/四六判/310頁 /2625円

山とスキー用具の変遷と店の戸をたたいた岳人たちの話。

シル クロー ドの風 穿努質
と

内田嘉弘著/A5判 /284頁 /2520円

チベット、中央アジアの山からゴビ沙漠、青海省の旅。

比叡山1000年の道を歩 く
竹内康之著/A5判 /152頁 /1680円

お山へ登る道、京への峠道、延暦寺三塔十六谷の堂塔を結ぶ道。

雲の上で暮らす鯨為極鼻
ラヤ

山本紀夫著/四六判/400頁 /2730円

美しくも厳酷な環境で暮らす人びとに寄りそった

“

年。

新 日本山岳誌
日本山岳会編/菊判/1992頁 /18900円

創立百周年記念出版。日本全国舶∞山の情報を網羅。

二駐翌雲栞夕桑諄1ナカニシヤ出版撒18;::殊8:::

http://WWWonakaniShサ aoCOjp/〔 表示価格は税込〕
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山 740-2∞ 701020(第二種郵便物認可)

ノ

一
ヽ
一図

書
紹
介

あ
べ
み
つ
こ
／
安
部
和
夫

・
著

『山
の
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｉ
絵
は
が
き
通
信
』

ま
ず
タ
イ
ト
ル
に
遊
び
心
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。
『山
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
』
と
間
違
え
て

し
ま
い
そ
う
だ
。
著
者
の

「あ
べ
」
さ

ん
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ
。

２４
年
に
わ
た
っ
て
送
り
続
け
ら
れ
た
、

ガ
リ
版
刷
り
の
は
が
き
通
信
を

一
冊
に

ま
と
め
た
の
が
本
書
。
途
中
の
号
か
ら

は
が
き
通
信
に
添
え
ら
れ
た
と
い
う
、

夫
君
の
安
部
氏
の

「四
方
山
通
信
」
の

文
章
も
後
半
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
見
す
る
と
多
色
刷
り
の
本
版
画
を

思
わ
せ
る
絵
は
が
き
が
２
０
０
枚
。
そ

れ
は
山
の
絵
で
あ
っ
た
り
、
植
物
や
野

菜
の
絵
で
あ

っ
た
り
、
素
朴
な
土
人
形

の
絵
で
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
が
、
「Ｇ
Ａ

Ｒ
Ｉ
通
信
」
と
あ
る
よ
う
に
ガ
リ
版
刷

り
な
の
だ
と
い
う
。

鉄
筆
で
ガ
リ
ガ
リ
切

っ
た
文
字
、
跳

ね
上
が
る
謄
写
版
、
修
正
用
の
ロ
ウ
。

ガ
リ
版
に
は
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
し
か

浮
か
ば
な
い
身
と
し
て
は
、
こ
の
美
し

い
絵
の
数
々
を
ガ
リ
版

（孔
版
）
で
ど

う
作
り
出
す
の
か
興
味
津
々
。
ぜ
ひ
そ

の
制
作
過
程
を
見
て
み
た
い
も
の
だ
。

毎
回
の
絵
の
脇
に
は
、
日
々
の
生
活

で
感
じ
た
こ
と
や
心
に
残

っ
た
こ
と
が

書
き
添
え
ら
れ
、
そ
の
ひ
と
言
ひ
と
言

が
心
に
し
み
る
。

２４
年
と
い
う
月
日
の

な
か
で
変
わ
っ
て
い
く
も
の
、
変
わ
ら

な
か
っ
た
も
の
…
…
。
読
者
は
自
分
の

時
間
を
も
ふ
り
返
り
、
そ
の
日
々
の
大

切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

本
書
の
味
わ
い
を
、
言
葉
で
伝
え
る

こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
ま
ず
は
と
に

か
く
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
ほ
し
い
。

（三
好
ま
き
子
）

2006笙F、 6月
著漢堂刊
四六版 2699~
定価 3360円

大
澤
雅
彦
／
他

・
編

『世
界
遺
産
　
屋
久
島
―
亜
熱
帯

の
自
然
と
生
態
系
』

屋
久
島
は
日
本
の
南
端
に
位
置
す
る

高
山
の
島
で
あ
り
、
高
山
が
雲
を
呼
び
、

雨
が
深
い
樹
林
と
コ
ケ
を
育
み
、
清
流

が
瀞
と
滝
を
刻
す
、
瑞
々
し
い
水
の
島

で
あ
る
。
そ
の
植
生
の
多
様
さ
、
自
然

の
豊
か
さ
か
ら
、
１
９
９
３
年
に
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

本
書
は
、
世
界
遺
産

「屋
久
島
の
自

然
と
人
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
島
の

自
然
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
理
解
が
す

べ
て
の
前
提
に
な
る
」
と
の
思
い
か
ら
、

屋
久
島
の
自
然
の
成
り
立
ち
と
自
然
と

人
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
科
学
的

か
つ
総
合
的
な
視
点
か
ら
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
解
説
書
で
あ
る
。

現
在
、
屋
久
島
で
研
究
を
続
け
て
い

る
第

一
線
の
研
究
者
が
執
筆
を
分
担
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
最
新
の
知
見
と
研

究
成
果
を
集
大
成
し
、
素
人
に
も
わ
か

り
や
す
く
と
い
う
方
針
の
下
に
編
集
さ

れ
て
い
る
。

内
容
は
、
気
候
、
地
形
か
ら
植
物
相

と
植
生
、
動
物
、
人
の
暮
ら
し
と
植
生

と
の
か
か
わ
り
、
自
然
利
用
の
歴
史
、

保
全
の
取
り
組
み
の
経
緯
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
今
後
の
方
向
ま
で
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
本
書
を
読
め
ば
、

屋
久
島
の
自
然
と
歴
史
、
課
題
が
ひ
と

通
り
は
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

屋
久
島
研
究
の
学
術
資
料
と
し
て
も
、

ま
た
屋
久
島
に
関
心
が
あ
り
屋
久
島
を

訪
れ
よ
う
と
す
る
人
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

し
て
も
最
適
の
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、

自
然
保
護
に
関
心
の
あ
る
人
に
は
、
ぜ

ひ

一
読
を
お
奨
め
し
た
い
。

私
も
こ
の
島
に
魅
せ
ら
れ
て
１
９
６

３
年
に
初
め
て
訪
れ
て
以
来
、
こ
れ
ま

で
通
算
８
回
の
山
行
を
行
な
っ
た
。
亜

熱
帯
林
、
前
岳
の
照
葉
樹
林
、
ヤ
ク
ス

ギ
林
、
奥
岳
の
孤
高
の
項
と
、
い
つ
登

っ
て
も
す
ば
ら
し
い
山
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
人
々
を

魅
了
し
続
け
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
最
近
は
島
の
変
貌
に
驚
く

こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
そ
の

一
つ
は
ヤ

ク
シ
カ
の
増
殖
で
あ
る
。
山
上
か
ら
海

岸
ま
で
ど
こ
へ
行

っ
て
も
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ヤ
ク
シ
カ
の
食

圧
が
種
の
多
様
性
を
著
し
く
傷
つ
け
て

い
る
。
シ
カ
の
選
別
捕
食
は
、
シ
カ
が

好
ま
ぬ
種
以
外
の
地
表
植
物
に
と
っ
て

2006年 10月
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壊
滅
的
で
あ
る
。
多
く
の
貴
重
な
シ
ダ

類
を
は
じ
め
と
す
る
草
本
が
、
ま
っ
た

く
見
か
け
な
く
な
っ
て
い
る
。
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
本
書

に
も
、
各
所
に
自
然
保
護
に
関
し
て
の

警
鐘
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「屋
久
島
の
自

然
に
さ
ら
に
深
く
親
し
む
き
っ
か
け
を

得
て
、
貴
重
な
自
然
の
保
全
の
意
味
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
の
が

編
纂
者
の
願
い
で
あ
る
。

（龍
久
仁
人
）

口
）ω
く
一Ｑ
一Ｎ
Ｃ
「一０
万
／
／
」
Ｃ
一Ｏ
Ｃ
コ
一Ｕ
●
０
コ
０
０
０
ｏ量
百

『〓
一Ｃ
Ｏ
計
「０
計
Ｏ
Ｑ
」ｐ
二
〇
〇
０
『
計
〓
０

〓
一ヨ
０
一０
く
０
』

分
厚
く
大
判
の
書
物
で
は
あ
る
が
、

題
名
か
ら
ど
ん
な
内
容
か
想
像
で
き
な

か
っ
た
。
本
を
開
く
と
人
工
衛
星
か
ら

撮

っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
カ
ラ
ー
写
真
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
過
去
に
登

っ
た

山
や
氷
河
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
目

が
釘
付
け
に
な
り
時
間
の
経
つ
の
も
忘

れ
し
ば
し
の
間
、
眺
め
込
ん
で
い
た
。

２５
年
に
及
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド

。
ワ
ー
ク

を
重
ね
た
地
質
学
者
で
写
真
家
の
Ｎ
〓
一

ｏＦ
と
、
地
理
学
情
報
シ
ス
テ
ム

・
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
「
”
ｏＦ
ｏ
８
が
協
力
し
て

作
り
上
げ
た
著
書
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
西
は
イ
ン
ダ
ス
河
、
東

は
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
河
、
北
は
チ
ベ
ッ
ト

高
原
、
南
は
イ
ン
ド
平
原
ま
で
を
範
囲

と
し
て
捉
え
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー

ル
、
イ
ン
ド
、
ブ
ー
タ
ン
を
中
心
と
し

た
４
枚
の
衛
星
写
真
が
目
を
引
く
。

本
書
は
こ
れ
ら
の
衛
星
写
真
に
よ
る

地
図
を
中
軸
に
各
地
方
の
様
々
な
デ
ー

タ
、
山
や
街
の
地
図
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高

峰
や
民
族
関
係
の
写
真
、
地
質
と
構
造

図
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
造
山
活
動
、
植
生
や

資
源
の
分
布
図
、
経
済
状
況
、
地
域
に

よ
る
文
化
の
違
い
な
ど
豊
富
な
内
容
を

集
積
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
博
物
学
事
典
と
で

も
言
え
よ
う
。
と
に
か
く
、
こ
れ
ら
の

資
料
類
が
そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
ー
で
表
現
さ

れ
て
い
る
の
で

一
目
瞭
然
、
そ
の
上
、

嬉
し
い
こ
と
に
各
種
情
報
や
統
計
資
料

な
ど
陳
腐
化
し
た
も
の
で
な
く
最
新
の

デ
ー
タ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
日
次
は
次
の
通
り
。
１
部
、

地
域
設
定
。
２
部
、
自
然
環
境

（地
質
、

気
候
、
自
然
の
危
険
性
）
。
３
部
、
社
会

（初
期
文
明
、
人
口
、
文
化
と
民
族
、

転
住
と
開
発
、
交
通
網
、
人
材
開
発
、

統
治
と
人
権
）
。
４
部
、資
源
と
環
境
保

全

（耕
作
地
、
森
林
、
鉱
物
資
源
、
水

資
源
、
野
生
生
物
、
将
来
像
）
。
５
部
、

探
検
と
旅

（巡
礼
と
秘
境
の
旅
、
初
期

の
外
国
人
、
英
人
探
検
家
、
登
山
者
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
現
代
旅
行
）
。
そ
し
て

各
項
目
の
原
典
、
参
考
著
書
目
録
な
ど
。

地
図
は
大
小
含
め
て
１
２
０
点
。
各
種

統
計
グ
ラ
フ
、
調
査
表
や
作
図
が
２８
点
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
地
図
上
で
１
４
９
地
域
に

分
け
た
地
域
名
の

一
覧
表
や
７
５
０
以

上
の
地
名

ｏ
山
名
な
ど
を
記
し
た
索
引

は
利
用
者
に
便
利
だ
。
手
元
に
置
い
て

お
き
た
い
書
籍
で
あ
る
。
（南
井
英
弘
）

2006年
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１２
月
理
事
会

日
時
　
１２
月
２０
日
　
１８
時
３０
分
～
２０
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

。

田
邊
各
副
会
長
、
吉
永

・贄
田
・石
田
・

篠
崎

。
大
蔵

・
野
口

・
斎
藤

・
藤
井

・

石
橋

・
古
野
各
理
事
、
山
本

。
竹
中
各

監
事
、
小
倉

・
重
廣
常
任
評
議
員

【委
任
】
渡
邊
理
事
。今
村
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
事
業
委
員
会
の
再
編
構
想
に
つ
い

て
事
業
委
員
会
を
山
行
主
体
の

「事
業

委
員
会
」
と
平
成
１９
年
１
月
よ
り
実
施

す
る

「土
曜
懇
話
会
」
等
の
集
会
部
門

に
分
け
る
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、
年
度

途
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
「土
曜
懇
話
会
」

を
先
行
試
行
す
る
こ
と
と
し
、
委
員
会

分
割
に
つ
い
て
は
実
績
等
を
勘
案
し
て

平
成
１９
年
当
初
に
再
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。

（
一
部
承
認

。
一
部
継
続
）

２
　
「上
高
地
山
岳
研
究
所
」
利
用
料
金

の
改
定

（案
）
に
つ
い
て

平
成
１９
年
４
月
末
の
開
所
時
よ
り
利

用
料
金
を
左
記
の
と
お
り
と
し
、
よ
り

利
用
率
を
高
め
る
こ
と
と
し
た
。

●
非
会
員
５
０
０
０
円
↓
４
０
０
０
円

●
中
学
生
５
０
０
０
円
↓
１
０
０
０
円

（新
設
）

●
小
学
生
以
下
１
５
０
０
円
↓
無
料

・
会
員
の
配
偶
者
３
０
０
０
円
↓
会
員

の
配
偶
者

・
家
族
３
０
０
０
円

●
支
部
会
友
５
０
０
０
円
↓
３
０
０
０

円

（新
設
）

た
だ
し
、
月
曜
日
夜
か
ら
金
曜
日
夜

ま
で
の
利
用
を
「ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
割
引
」

と
し
て
、
中
学
生
を
除
く
利
用
者
の
料

金
を
割
引
く
。
こ
の
場
合
、
団
体
割
引

の
通
用
は
な
い
。

●
会
員
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
者

２
０

０
０
円

●
非
会
員

３
０
０
０
円

（承
認
）

３
　
同
好
会
設
立
に
つ
い
て

同
好
会
名
‥
１
０
１
の
会

設
立
‥
平
成
１８
年
１２
月
６
日

代
表
者
‥
諏
訪
義
春

（Ｎｏｏｌ
４
２
５
５
）

目
的
‥
平
成
１８
年
入
会
の
会
員
連
絡

・

懇
親
を
図
る

会
員
数
‥
４２
名

（平
成
１８
年
１２
月
１６
日

現
在
）

（承
認
）

４
　
写
真
掲
載
許
可
願
‥
ネ
ク
ス
ト

イ
ン
ク
株
式
会
社

１
９
２
１
年
当
時
の
棋
有
恒
氏
の
写

真
３
点

（「
ス
イ
ス
イ
ン
フ
ォ
／
ス
イ
ス

国
際
放
送
」
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、

棋
氏
の
著
書

「わ
た
し
の
山
旅
」
の
朗

読
を
配
信
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
バ
ナ

ー
広
告
に
使
用
）

（承
認

ｏ
有
料
）

【報
告
事
項
】

１
　
平
成
１８
年
度
年
次
晩
餐
会
に
つ
い

て

（吉
永
）

去
る
１２
月
２
日
、
東
海
支
部
主
管
で

名
古
屋
市
「ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ

キ

ャ
ッ
ス
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
よ

り
約
４
３
０
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

特
に
、
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
隊
と
直
接
交
信

及
び
高
校
生
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

好
評
で
あ
っ
た
。

２
　
名
誉
会
員
の
推
薦

（吉
永
）

去
る
Ｈ
月
２５
日
開
催
の
評
議
員
会
で
、

左
記
の
２
氏
が
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
、

１２
月
２
日
の
年
次
晩
餐
会
に
お
い
て
顕

彰
さ
れ
た
。

●
松
田
雄

一
氏

（Ｎｏ．４
１
１
１
）

１
９
５
３
年
～
５６
年
マ
ナ
ス
ル
登
山

を
は
じ
め
、
本
会
の
海
外
登
山
派
遣
に

対
す
る
積
極
的
な
貢
献
及
び
本
会
業
務

全
般
に
対
す
る
長
年
に
亘
る
多
大
な
寄

与
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

●
ハ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
パ
デ
ィ
ア
氏

（イ

ン
ド
在
住

・
非
会
員
）

長
年
に
わ
た
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

ｏ
ジ

ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

２
０
０
２
年
日
印
合
同
カ
ラ
コ
ル
ム
踏

査
パ
ド
マ
ナ
ブ
登
山
隊
を
組
織
、
総
隊

長
と
し
て
成
功
に
導
い
た
。
ま
た
、
本

会
に
対
し
、
多
数
の
イ
ン
ド

・
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
関
す
る
地
図

・
文
献
等
を
寄
贈
さ

れ
、
イ
ン
ド

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
の
発
展

に
貢
献
し
た

（同
氏
は
英
国
山
岳
会
、

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
名
誉
会
員
に
推
挙

さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
３
年
に
は
ア
ジ

ア
人
と
し
て
は
１
２
５
年
ぶ
り
と
な
る

英
国
王
立
地
理
協
会
の
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ

ル
を
受
賞
し
て
い
る
）
。

３
　
信
濃
支
部
創
立
６０
周
年
記
念
式
典

に
つ
い
て

（平
林
）

去
る
Ｈ
月
２５
日
、
松
本
市
に
お
い
て

H16
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開
催
さ
れ
、

７０
余
名
の
参
加
を
得
て
盛

大
に
執
り
行
な
わ
れ
た
。
平
林
副
会
長

が
出
席
し
、
「山
と
企
業
と
私
、
信
濃
支

部
の
憶
い
出
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を

行
な
っ
た
。

４
　
越
後
支
部
創
立
６０
周
年
記
念
式
典

に
つ
い
て

（橋
本
）

去
る
１２
月
９
日
、
新
潟
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、

６０
余
名
の
参
加
を
得
て
盛

大
に
執
り
行
な
わ
れ
た
。
橋
本
副
会
長

が
出
席
し
た
。

５
　
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
５０
周
年
記
念
式

典

・
記
念
行
事

（田
邊
）

９６
名
の
参
加
者
を
得
、
去
る
１２
月
９

日
～
１８
日
に
実
施
さ
れ
た
。

●
１２
月
Ｈ
日
　
ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会
主

催

ｏ
初
登
項
者
の
市
内
パ
レ
ー
ド
及
び

記
念
式
典

●
１２
日

ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会
主
催
・記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（参
加
者
全
員
出
席
）

●
１３
日
～
１８
日
　
記
念
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

６
　
委
員
長
会
議

（吉
永
）

去
る
１２
月
５
日
開
催
さ
れ
、
行
事
等

実
施
状
況
及
び
予
算
執
行
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
併
せ
て
、
今
後

の
予
算
要
求
等
の
日
程
に
つ
い
て
協
議

し
た

（２
月
２０
日
予
算
会
議
）
。

７
　
山
陰
支
部
年
次
晩
餐
会

（吉
永
）

去
る
１２
月
１６
日
、
米
子
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、

２５
名
の
参
加
を
得
て
盛
大

に
行
な
わ
れ
た
。
吉
永
常
務
理
事
が
出

席
し
、
公
益
社
団
法
人
化
に
つ
い
て
の

講
演
を
し
た
。

８
　
大
台
ヶ
原

・
西
大
台
地
区
利
用
調

整
地
の
指
定
の
検
討
に
つ
い
て
（篠
崎
）

本
会
が
協
力
し
て
い
る
中
央
環
境
審

議
会
自
然
環
境
部
会
に
お
い
て
吉
野
熊

野
国
立
公
園
区
域
及
び
公
園
計
画
に
関

す
る
諮
問
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
答
申

が
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

９
　
０６
年
■
月
度
入
会
者
　
新
入
会
員

１２
名
、
復
活
１
名

訂
正
‥
平
成
１８
年
Ｈ
月
理
事
会
議
事
録

の

【報
告
事
項
】
１２

「海
外
登
山
計
画

検
討
委
員
会
」
と
あ
る
の
を

「長
期
登

山
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
訂
正
い
た

し
ま
す
。

４

日

５

日

６

日

７

日

Ｈ
日

１２

日

総
務
委
員
会
　
図
書
委
員
会

一二
十（
△
ム

委
員
長
会
議

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
山
の

自
然
学
研
究
会

自
然
保
護
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
０１
会

中
央
分
水
嶺
委
員
会
　
二
火
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

学
生
部
　
青
年
部

緑
爽
会
　
ゆ
き
わ
り
会
　
２
０

０
６
同
期
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会

ｍＷ△
ム

理
事
会
　
三
水
会
　
つ
く
も
会

高
尾
の
森
実
行
委
員
会

科
学
委
員
会
　
青
年
部
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
山

遊
会

自
然
保
護
委
員
会
　
つ
く
も
会

プ
モ
リ
研
究
会

支
部
化
促
進
委
員
会

常
務
理
事
会
　
麗
山
会

１２
月
来
室
者
４７９
名

会
員
異
動

（１２
月
）

物
故

小
林
　
年

宮
本
康
博

米
澤
　
清

鈴
木
　
孝

退
会

伊
藤
頌
司

宮
本
周
三

岩
井
　
誠

田
口
幸
子

（６

２

６

６
）

（
７
０

８

０
）

関
西

（
７
８

９

４
）

（１

０

３

６

２
）

１４

日

１６

日

１９

日

２０

日日日日

７
‘
コ
Ｊ

ｏ
乙

Ｅ
Ｌ

21
日

26 25 22小 三
駒 日
山 月
人 直
⌒ 之

Ａ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
ｌ
上

∩
υ

Ｏ
υ
つ
ん
１
■
ｏ
０

／
４

ワ
‘

И
仕

ｒ
０

3 ⌒  9
9  1  5
1  6  5
1  5  2

V′ 4V
06

12

24

06

12

18

06

12

14

06

12

2

06

11

06

8

6

加
藤
良
三

（１
１
６
３
０
）
信
濃

終
身
会
員

中
川
智
康

（６
０
６
９
）

改
名

穴
倉
祥
子
（１
３
０
３
０
）
↓
小
川
祥
子

幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

1,l,

,′
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高地と遺伝子

一山での悲劇を防ぐために一‐

大野秀樹

エチオピア高原、チベット高原、アンデス高原

に住む人たちは、代表的な高地住民です。最近の

研究によると、各住民が低地から高地に移り住ん

だのは、それぞれ今から約 5万年、 2万3000年、

1万年前のことでした。ちなみに、チベット民族

を基点とすると、エチオピア民族とは約10万年、

アンデス民族とは4。 4万年前に共通の祖先を有し

ています (日本民族は、チベット民族と約 2万年

前に分岐しました)。 高地への順化時間の差が主な

要因となっているためか、各民族の高地適応形態

が異なっています。

すなわち、一般にエチオピア民族には赤血球増

多症、動脈低酸素血症がみられず、一方、チベッ

ト民族には低酸素血症のみが、アンデス民族には

両者とも認められます。その結果から、エチオピ

ア民族が最も高地順化に成功し、チベット民族が

中間に位置し、アンデス民族は、実際にモング病

(慢性高山病)の発症が稀ではないように、順化

途上といえるでしょう。これら3民族の間に遺伝

子配列の著しい多様性がみられ、日下、環境要因

の影響とともに精力的に研究がなされています。

このように、遺伝子や分子生物学がさまざまな

分野に浸透してきました。登山界も例外ではあり

ません。たとえば、1998年に発表されたモントゴ

メリーらのアンギオテンシン変換酵素遺伝子

(ACE)の解析は、登山界に強い衝撃を与えました。

つまり、日本人では約 4分の 1に存在するDD型

(詳細は、『山』676号参照)の人は無酸素で8000

lE峰に登れず、さらに持久運動能力も小さいとい

うものです。他の遺伝子にも、これに類する発表

がいくつかなされはじめました。しかし、それほ

ど心配はいりません。まず、通常の疫学研究と比

較して、「高地と遺伝子」研究の対象者数が小さ過

ぎます。DD型無酸素登山に関しても、今後、例

外がたくさん出てくることが予想されます。現に、

DD型の一流持久運動アスリー トが数多く存在し

ています。

平均値 (統計学)で比較するのではなく、最終

決定は個人差でなされるべきです。しかし、遺伝

子情報の有用さが決してなくなるわけではありま

せん。たとえば、高地肺水腫 (比生PE)の ような

重篤な急性高山病の既往者は、ぜひヒト白血球抗

原 (HIA)の遺伝子検索を受けてください (詳細

は、『登山医学』19巻参照)。 再発者の100欲に特別

なタイプがみられるからです。ACEも 含めて、自

分の遺伝子タイプを知っていれば、山での悲劇を

防げる可能性があります。最後に、生活習慣病で

も同様ですが、遺伝子がすべてを決めるのではな

く、環境要因や各人のモチベーションがさらに重

要であることを強調しておきます。

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

演
題
　
「
ア
ン
デ
ス
の
黄
金
」

日
時
　
２
月
１４
日
因
　
１５
時
～
１７
時

場
所
　
山
岳
会
１
０
４
号
室

（予
定
）

演
者
　
大
貫
良
夫
会
員

◆
笠
原
健
二
郎
の
山
の
絵
展

３０
数
点
の
山
の
絵
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
　
２
月
１８
日
回
～
２４
日
田

（Ｈ
時
～
１９
時
。初
日
は
１３
時
か

ら
、
最
終
日
は
１７
時
ま
で
）

場
所
　
東
京
交
通
会
館

（Ｂ
ｌ
　
エ
メ

ラ
ル
ド
ル
ー
ム
）

交
通
　
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
、
ま
た
は
地
下

鉄
有
楽
町
線
Ａ
８
番
出
口
よ
り

問
合
　
笠
原
健
二
郎
ま
で

（口

＆
田
０

４
５
１
７
５
３
‐
２
８
５
２
）

■
訂
正
と
お
詫
び

１２
月

（７
３
９
）
号
９
パ‐下
段
１６
行

「遠
藤
周
作
」
は

「藤
沢
周
平
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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